
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療機関職員の宿日直許可基準について 

～労働時間の制度と宿日直の考え方～ 

◆ 

 

 

 

宮城医療労務管理支援センター 
仙台市青葉区本町 1-9-5 五城ビル 4Ｆ 宮城県社会保険労務士会内 

平日 午前９：００から午後５：００まで 
 ＊土日祝 12/29～1/3 を除きます 
TEL/FAX ： 022-211-9003（予約・電話相談） 

email：iryouroumu@sharo-miyagi.com 

2022 年 3 月 

 
 

勤務環境の改善を支援します！ 

医療機関事業主様ならびに労務管理責任者の皆様へ 

 

 
宮城県社会保険労務士会は厚生労働省からの委託を受け、

「医療労務管理支援センター」を設置しております。人

事・労務管理の専門家である社会保険労務士が「医療労務

管理アドバイザー」として、個別相談、希望される医療機

関への個別訪問を実施しております。 

「断続的宿日直の許可基準」（医師、看護師等の場合） 



 

 

 

 

＊雇用保険マルチジョブホルダー制度がスタートしました＊ 
65 歳以上の労働者を対象とした「雇用保険マルチジョブホルダー制度（高年齢被保険者の特

例）」が創設され、令和４年１月１日から施行されております。 

①雇用保険マルチジョブホルダー制度の適用対象者 

下記１～３の要件を全て満たす労働者は、本人の申出により、高年齢被保険者（マルチ高年

齢被保険者）として、雇用保険に加入できるようになります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

※上記の１と２の事業所で雇用保険の適用を受けた場合、２を離職しても、１と３の労働時間が週 20 時間以

上あるため、１と２で喪失に係る届出後、改めて１と３の雇入に係る届出が必要です。                                

〔図：厚労省のリーフレットより〕 

 ②基本的な手続の流れ 

  通常、雇用保険の被保険者資格の取得・喪失手続は事業主が行いますが、雇用保険マルチジ

ョブホルダー制度は、マルチ高年齢被保険者としての適用を希望する本人が手続を行いま

す。 

事業主は、本人からの依頼に基づき、手続に必要な証明（雇用の事実や所定労働時間など）

を行います。 

＊高年齢雇用継続給付の給付率が 10％に縮小されます（令和 7 年度より）＊ 

令和 7年度から新たに 60歳となる労働者より、高年齢雇用継続給付の給付率が現在の 15％から

10％に縮小されます。まだ時間はありますが、該当者がいる場合には早期に対応を検討していき

ましょう。詳細は、最寄りのハローワークにお問い合わせください。 

 

 

 

時短計画作成の努力義務について 

 


